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用日程によって前後することになる。
ただし，これ以上遅くなると，11 月
以降の一般利用に耐えることができな
くなるので，前倒しになることが多い。
オーバーシード後の初刈（写真 ‐28）
は，ティフトンの伸びもあることから
7〜 10日目くらいが目安である。
6）その他
マツダスタジアムでは，ピッチャーマ
ウンド周囲から塁間までの勾配をゼロと
している。これは，マウンドを高くする
ことと内野ゴロの処理がスムースにでき
るようにするためである。このため，ダ
イヤモンドの芝生は毎年張り替えて平坦
性を確保している（写真‐29）。
また，芝生端部はクレイ舗装と接し
ているため，土が流入してしまい劣化

が激しい。この部分もシーズンオフ
に張り替えている（写真 ‐30）。逆に，
芝生がクレイ舗装部へ侵入して境界部
のラインが乱れて美観が低下する。こ
のため，月 1回の頻度でエッジ処理
の作業（写真 ‐31，32）を実施する必
要がある。

4. おわりに

プロ野球の地上波放送が減り，オ
リックスバッファローズも神戸での試
合が少なくなったため，メディアを通
じて，天然芝球場で行われるプロ野球
の試合を目にすることが少なくなって
しまった。しかしながら，天然の芝生，
土の上で行われるゲームの迫力，楽し

さは格別である。また，今シーズンか
らは，東北楽天ゴールデンイーグルス
のホームスタジアムである楽天Kobo
スタジアム宮城が内外野天然芝の球場
に改修された。あちらは寒地型芝を使
用しているが，若い管理スタッフが熱
心に芝生を育てており，ペナントレー
ス開始が楽しみである。ファンならず
とも，一度は球場を訪れていただけれ
ば幸いである。
以上，マツダスタジアムの芝生管理
の概要について説明させていただい
た。このような機会を与えてくれた「植
調」誌の方々に感謝し，お礼とともに
結びの言葉としたい。

写真 -31　エッジカット 写真 -32　除根処理

イネ科メヒシバ属の夏生一年生草本。さほど大きくは
なく，畑地，畦畔，道端，空き地，庭先，樹園地，芝地
など，どこにでもあるごく普通のイネ科の雑草である。
裸地では，幼植物のときから細い茎が地上を這うかある
いは斜上して，節から根を下ろし四方へ広がる。立ち上
がった茎の先に放射状の細い穂を伸ばす。
弥生時代の遺跡からも種子が出土するという本種であ
るが，食用になるわけでもなく，薬になるものでもない，
色鮮やかな花をつけるわけでもない。だからであろうか，
この草種に，古の人たちはあまり見向きしなかったよう
である。万葉集にはイネ科の雑草とも思われる「芝草」
を詠んだ歌が 2首あるのみ。（「芝草」はチカラシバの
ことだともいわれている）
たち変り　古き都となりぬれば　道の芝草 (しばくさ )　
長く生ひにけり（第 6巻）
畳薦　へだて編む数　通はさば　道の芝草 (しばくさ )　
生 ( お ) ひずあらましを（第 11巻）
前の歌では，平安遷都に伴って奈良の都は人が少なく

なり，道にはイネ科の草が生い茂るほど荒れてしまった
と歌い，後の歌では，畳薦を編むように何度も，貴方が
通ってくれれば道の「芝草」も生えることがないのです
よ，と歌う。
メヒシバは，存外踏みつけに弱く，踏まれると細い茎
が折れる。折れると，その先の節からまた新しい株とし
て外へ外へと広がって行く。万葉の乙女が歌うように，
貴方が足しげく通ってくれたなら，道の真ん中まで生え
てしまうことはないのである。
この「芝草」がメヒシバの名をもらうのはずっと後に
なってからである。しかし，名をもらってからでも，人
からは「どこにでもある雑草」としてしか見られず，メ
ヒシバを詠んだ歌はほとんどない。明治から大正期の女
流歌人三ケ島葭子 ( みかじまよしこ ) が，名をもらった
メヒシバを詠った。
朝霧にぬれたわみたる夏草の　めひじはの穂のほのか
にそよぐ
めひじは（雌陽皺）はメヒシバの別名である。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一雌日芝・雌陽皺（メヒシバ）
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「救荒植物」とは，飢饉や災害などでの食糧不足を補うた
めに利用された，主として雑草をはじめとする野生の植物を
指す。元日本雑草学会会長の佐合隆一先生は，「人類が食糧
飢餓に瀕するような事態に，食用にできる植物として古来伝
えてきた『救荒植物』は，人類が残すべき植物としてリスト
アップしておく必要がある」との視点から「救荒雑草（2012）」
を刊行された。同書では，「食べられる野草（陸軍獸醫學校
研究部 1943）」，「食べられる草木 上・下（水野葉舟 1942-
43）」および朝鮮半島での「救荒植物と其の利用法（林泰治 
1944）」が太平洋戦争末期の食糧不足での記録として紹介さ
れた。「食べられる野草」の「緒言」では野生植物利用の意
義が以下のように記された。
「さて兵器と食糧は戰争に不可缼のもので，（中略）野草の活用

こそ重大な意義が生じて來るのであつて，草は牛馬を飼ふべき

もの，飢饉時にのみ利用すべきものである，といふやうな狭い

考へに閉ぢこめられて等閑に附してはゐられない重大な問題で

ある。」

太平洋戦争中の戦地では国内と同様に，雑草をはじめ野生
植物に頼るほどの食糧不足に陥った。当時，日本の委任統治
下にあった西太平洋のパラオ諸島（現：パラオ共和国）で
は，「・・我々の日常生活に一日も缺くべからざる野菜類の

供給充分ならざる體驗と，時局の重大性に鑑み，本群島も遠
からず自給自足の時期到來するものと信じ，・・」て，「パラ
オ諸島に於ける救荒植物」のリストが作られた（岡部正義 
1941）し，マラヤ（現：マレーシア・シンガポール）では「雑
草のよもやま 3」で触れたように，昭南（ラッフルズ）植物園・
博物館などから植物図のついた 4 種類の冊子が，筆者の知る
限り1944 年からわずか 1 年半の間に刊行された（図 -1）。

①　  食用野生動植物　昭南植物園・昭南博物館編纂　馬來
軍政監部　昭和 19（1944）年 1 月

②　  馬來食用野生植物圖説　昭南博物館・昭南植物園編　
馬來軍政監部　昭和 19（1944）年 1 月

③　  南方圏有用植物圖説　第壹編藥用植物　編輯責任者渡
邊淸彦　馬來軍政監部　昭和 19（1944）年 8 月

④　  南方圏有用植物圖説　第貮編食用植物　編輯責任者渡
邊淸彦　昭南植物園　昭和 20（1945）年 5 月

③と④は「雑草のよもやま　3」で述べたように，コー
ナー・渡辺著の「図説　熱帯植物集成（1969）」のもとになっ
た刊行物である。①の「食用野生動植物」は，シンガポール
在住の方のブログ (http://tropicalplant.air-nifty.com/top/
cat6889318/index.html) で「・・こういった経緯で作られ
たものの，コピーだったのでした。序文を誰が書いたのかは
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森田　弘彦

太平洋戦争終戦直前，
シンガポールで食用野生植物の図説冊子を作った

3人の植物学者（１ E. J. H. コーナー先生）
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図 -1　‌‌太平洋戦争末期にシンガポールで刊行された4種の食用野生植物の図説冊子
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書かれていません。でもとても興味深いのです。・・」と紹介
されたように，コーナー先生が「思い出の昭南博物館 占領下
シンガポールと徳川候（石井美樹子訳 1982）」で次のように
回想された冊子に該当する。
「昭和 18 年 8 月，侯爵（筆者注：マライ軍政監部最高顧問，

昭南博物館総長：徳川義親侯爵）は，食糧事情が日増しに悪化

してゆくのを憂慮して，マラヤの有用植物と動物に関する小冊

子を日本語で出版することにした。秘書の大森嬢，バート（同：

ウィリアム・バートウィッスル氏，水産関係の専門家）と私が

その仕事を依頼され，バートは動物関係を，私が植物関係を担

当した。素人でもすぐに識別できるよう挿絵を入れた。挿絵は

私たちの画いたもので，お世辞にも上手といえる代物ではな

かったが，博物館から立派に出版された。これも数部図書館に

入れられた。私は，今も一部手許に保存している。」

戦争の最後の時期に昭南博物館・植物園が野生植物利用の
冊子を次々に発行できたのは，郡場寛博士，渡辺清彦博士，
E. J. H. Corner 博士などの植物学者が，生物学者でもあっ
た徳川義親侯爵のもとで活躍していたからに他ならない。南
アメリカ原産で世界の熱帯に雑草として広く分布するクサト
ケイソウ（Passiflora foetida L.）は①，②および④で図説され，
描き手の特徴がよくわかる（図 -2）。これらの冊子の特徴と，

それに関わった植物学者の足跡をたどる。

1. 「食用野生動植物」

本冊子は全44ページで，「第一部　野生動物」にゾウ，トラ，
サル，ニシキヘビ，オオコウモリ，カタツムリなど，「第二
部　淡水魚」にコイやナマズの食べ方およびそれらの捕獲用
具などを解説した後に，「第三部　食用植物」の「一　椰子」
でココヤシ，サトウヤシ，アブラヤシ，サゴヤシおよびニッ
パヤシを紹介し，最後に「二　野生の果實」で「草類，蔓類，
灌木類，樹木類」として 41 種を示した。ヤシ類には，植物
全体の図と１ページ以上の詳細な解説文があり，果実類では
実のついた小枝の図と，カタカナとアルファベットでのマ
レー語名，属名または種小名を含めた学名に続いて簡単な解
説がある。蔓類にあるクサトケイソウでは以下のようである。
「ブア・スス　（Buah Susu)「Passiflora」

果は卵型で径 2 糎位。橙色又は黄色。軟かい毛の様な緑の袋

に入ってゐる。蔓には毛がある。葉は手の平位で三つに分かれ

てゐる。到る處にある。」

解説文はおそらくコーナー先生の英文を大森秘書が訳した
のであろう。植物の図は，「挿絵は私たちの画いたもの」と

図 -2　‌‌シンガポールで3人の植物学者が描いた雑草、クサトケイソウ（Passiflora foetida L.）の図と生植物

「食用野生動植物」：E.J.H.Corner 先生

「南方圏有用植物圖説」：渡辺清彦先生

生態画像：タイ東北部スワナプヌにて（1999年 8月）「馬來用食用野生植物圖説」：郡場寛先生？
「馬來用食用野生植物圖説」：郡場寛先生？
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あるのでコーナー先生の手になるものである。先生は日本軍
の侵攻前の 1940 年に「Wayside Trees of Malaya」をシン
ガポールで出版した。道路から見える樹木約 950 種を解説
と写真の 2 巻に分けて示したもので，とかく背が高くて地
面から細部の観察の難しい熱帯の樹木に関して，落下した小
枝，花，果実などを利用して同定し，熱帯の自然を理解する
ことを目的とした。このため，第１巻の解説では花や果実の
スケッチが多数配置された。先生は，ヤシの実を採るサルを
訓練してボタニカル・モンキーとし，高木の枝などを採集し
たことで知られているが，この本の表紙にはその様子が描か
れた（1951 年の第 2 版，図 -3）。「食用野生動植物」には，

「Wayside Trees of Malaya」から転用された，または加工
された植物図がいくつかある（図 -4）ので，先生の回想が
裏付けられる。

動物については，上野動物園の園長を務めた古賀忠道博士
が昭南博物館にいたことから，何らかの形で関与されたか
もしれないが，水産の専門家であった W. バートウィッスル
氏の担当とあるので，挿図も同氏によるものであろう（図
-5）。哺乳類，爬虫類，カエル，カタツムリ，淡水魚が図入
りで扱われているが，なぜか鳥類はない。例えば，「虎（ハ
リマウ）：若い虎の肉は割合うまい。トラテキ・鋤焼いずれ
もよろしい。心臓，肝臓，生殖器などは強精媚藥として尊重
される。殊に髭の黑焼きは効能顕著なりといふ。」とあって，

「野生の果實」に比べると，動物の食べ方については具体的
な体験が多く記されている。

「食用野生動植物」の「序」は以下のように，前掲の陸軍
獣医学校の「食べられる野草」のそれに比べて穏や
かな書き出しである。

「・・一般に人々が食糧としてゐる牛・山羊・雞・魚等，

又米・麥を初め野菜・果物の外に野生の動物，植物で手

近にあり又普通目に觸れるもので食用になる物は澤山あ

る。考へたり工夫したりすることにより食る物に不自由

するといふことはまづないものである。たゞ ，今迄は

贅澤に馴れたのと食べつけないので判斷がつかず，不安

で尻込みしてゐたのにすぎないのである。この自然に與

へられた恵を知らないで，或は捨て顧みないでゐるのは

勿体ないことである。出來るだけ，それを利用しなけれ

ばいけない。・・」

「捕虜」の身であったイギリス人の動・植物学者
が，博物館・植物園の場で日本人向けの情報を提供
したことは，異例なことであったろう。（つづく）

図 -3　‌‌「ボタニカル・モンキー」を使う植物採集の場面を表
紙に配した，コーナー先生の「Wayside‌Trees‌of‌
Malaya（1951年の第2版）」

図 -4　‌‌「Wayside‌Trees‌of‌Malaya」から「食用野生動植物」に転用，
加工されたコーナー先生の植物画

図 -5　「食用野生動植物」での「野生動物」と「淡水魚」の挿図

図-5
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ブルーベリーの類（ツツジ科）：
Vaccinium malaccense

イチジクの類（クワ科）：Ficus
obphyramidata

バロンアイアム（トウダイグサ科）：
Antidesmaa ghaesembilla

図-4


